
問
市
の
生
産
年
齢
人
口
の

推
移
と
減
少
に
対
す
る
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

答
本
市
の
生
産
年
齢
人
口

は
平
成
22
年
か
ら
の
５
年

間
で
約
７
％
減
少
し
た
。

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
者
に

対
す
る
家
賃
補
助
や
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
者
報
奨
金
制

度
、
起
業
家
の
育
成
支
援

を
は
じ
め
、
全
庁
的
な
施

策
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事
が
重
要

で
あ
り
、
今
年
度
策
定
す

る
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
中
で
も
、
し
っ
か
り
と

位
置
付
け
た
い
。

問
高
齢
化
・
人
口
減
少
に

備
え
た
生
活
コ
ス
ト
の
削

減
や
実
質
賃
金
増
加
に
繋

が
る
取
り
組
み
を
。

答
イ
ン
フ
レ
率
を
上
回
る

賃
金
上
昇
が
な
け
れ
ば
、

消
費
停
滞
に
よ
る
地
域
経

問
農
業
生
産
者
の
区
分
と

し
て
「
兼
業
農
家
」
の
現

状
と
今
後
は
。

答
兼
業
農
家
は
直
売
主
体

で
多
品
目
な
生
産
と
新
鮮

さ
が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
農
業
生
産
法
人

等
の
産
物
の
加
工
・
付
加

価
値
化
に
よ
る
六
次
産
業

化
を
す
す
め
る
側
面
か
ら

も
、
兼
業
農
家
と
の
生
産

連
携
を
視
野
に
入
れ
た
支

援
を
す
る
。

問
今
年
６
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
、
農
林
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
保
護
と
付
加
価
値
化

な
ど
に
よ
る
「
地
理
的
表

示
制
度
・
Ｇ
Ｉ
」
へ
の
取

り
組
み
と
対
応
は
。

答
こ
れ
ま
で
の
商
品
登
録

に
は
な
い
、
生
産
地
で
の

歴
史
・
文
化
・
製
法
な
ど

を
産
物
に
色
濃
く
表
示
す

済
へ
の
悪
影
響
に
つ
な
が

る
。
外
貨
を
地
域
内
で
循

環
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り

や
地
産
地
消
の
促
進
、
商

店
・
企
業
経
営
の
安
定
化

に
向
け
た
支
援
な
ど
多
角

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

問
国
が
進
め
る
都
市
再
生

特
別
措
置
法
の
一
部
改
正

法
（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

構
想
）
に
お
け
る
、
市
の

中
心
市
街
地
の
捉
え
方
は
。

答
今
後
、
人
口
減
少
や
財

政
規
模
の
縮
小
が
見
込
ま

れ
る
中
、
第
八
次
総
合
計

画
や
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
お
い
て
も
、

中
心
市
街
地
に
お
け
る
都

市
機
能
の
集
積
に
取
り
組

ん
で
行
く
。

問
冬
季
及
び
夜
間
の
新
し

い
魅
力
づ
く
り
の
推
進
を
。

る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
化

が
さ
れ
、
価
格
の
安
定
・

所
得
増
加
に
つ
な
が
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
生
産
拡
大

と
連
携
へ
と
結
び
つ
く
。

雇
用
創
出
に
も
配
慮
し
、

早
急
な
支
援
の
仕
組
み
を

検
討
す
る
。

問
人
工
林
で
の
間
伐
率
及

び
間
伐
材
搬
出
率
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
は
。

答
市
内
で
は
間
伐
が
必
要

な
樹
齢
11
〜
45
年
の
人
工

林
は
２
４
，
０
０
０
ha
あ

り
、
そ
の
内
40
％
で
間
伐

が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

間
伐
施
業
済
み
の
50
％
し

か
、
搬
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

残
り
は
、
現
地
に
放
置
さ

れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
搬
出
を
と
も

な
う
間
伐
を
積
極
的
に
促

進
す
る
こ
と
で
、
森
を
保

全
す
る
。

問
林
業
の
「
観
光
化
」
、

観
光
林
業
へ
の
取
組
は
。

人
口
減
少
時
代
に
備
え

着
実
な
経
済
成
長
戦
略

を

地
域
資
源（
ひ
と
・
も

の
・
し
ご
と
）
に
新
た

な
元
気
を
！

伊東 寿充  議員

谷村 昭次  議員

答
冬
季
観
光
客
の
入
込
数

は
、
外
国
人
観
光
客
の
増

加
に
加
え
、
関
係
機
関
等

に
よ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
よ
り
、
合
併
以

来
最
多
を
記
録
し
た
。
夜

間
に
関
し
て
は
現
状
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
新

た
な
取
り
組
み
を
関
係
機

関
と
連
携
し
進
め
た
い
。

問
観
光
客
入
込
５
０
０
万

人
を
目
指
す
一
方
で
、 

労

働
力
人
口
は
減
少
す
る
。

受
入
に
伴
う
労
働
力
確
保

の
施
策
や
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
観
光
産
業
の
み
な
ら
ず
、

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
、

労
働
力
確
保
は
大
変
重
要

な
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。

失
業
者
対
策
を
進
め
、
女

性
の
働
き
や
す
い
労
働
環

境
の
整
備
や
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
生
き
が
い
対
策

等
に
よ
り
労
働
力
の
増
加

を
図
る
と
同
時
に
、
質
の

高
い
人
材
も
育
成
し
た
い
。

加
え
て
移
住
・
定
住
施
策

の
推
進
や
、
外
国
人
技
能

実
習
制
度
の
有
効
活
用
等
、

市
外
か
ら
の
労
働
力
の
確

保
な
ど
、
総
合
的
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

答
住
民
の
み
な
ら
ず
、
市

外
・
観
光
客
ま
で
を
含
ん

だ
林
業
体
験
・
観
察
を
と

も
な
う
誘
客
の
イ
ベ
ン
ト

を
催
す
な
ど
、
観
光
的
な

要
素
を
盛
り
込
み
、
循
環

す
る
森
づ
く
り
に
努
め
、

森
林
技
術
者
の
就
労
創
出

に
つ
な
げ
た
い
。

問
豊
か
な
自
然
環
境
・
風

景
・
人
情
と
深
い
お
も
て

な
し
に
触
れ
る
観
光
と
し

て
、
歩
い
て
旅
す
る
「
ロ

ン
グ
ト
レ
イ
ル
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
に
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
に
よ
る
見
ど
こ
ろ
の

再
発
見
と
と
も
に
、
観
光

消
費
の
拡
大
が
誘
発
で
き

る
と
思
わ
れ
る
が
、
市
と

し
て
の
取
り
組
み
は
。

答
滞
在
型
観
光
地
化
へ
の

手
立
て
と
し
て
、
ま
た
、

新
た
な
魅
力
発
見
へ
と
つ

な
が
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

以
上
の
取
り
組
み
を
す
す

め
る
。

持
続
可
能
な
経
済
基
盤
の

形
成
に
つ
い
て

魅
力
と
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

滞
在
型
・
通
年
型
観
光
地

づ
く
り
に
つ
い
て
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